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十日町市民環境会議
「緑豊かで、潤いと安らぎのあるまち」の実現を
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
元
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
十
日
町
市
民
環
境
会
議
は
四
つ
の
部
会

が
あ
り
、
会
員
は
約
50
名
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
自
然
環
境
保
全
部
会
は
自
然
環
境
体
験
や

河
川
の
清
掃
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用

部
会
は
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
の
視
察
や
実

体
験
の
発
表
。
地
球
温
暖
化
対
策
部
会
は
自
分

で
で
き
る
温
暖
化
防
止
活
動
の
推
進
。
ご
み
減

量
部
会
は
ご
み
の
減
量
や
分
別
方
法
な
ど
啓
発

活
動
。
そ
の
他
、
各
部
関
連
に
よ
る
研
修
会
や

勉
強
会
な
ど
複
数
回
で
の
会
議
を
行
い
、
市
民

へ
の
呼
び
か
け
や
周
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
、
勉
強
し
て
み

た
い
方
な
ど
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
こ
の
機

会
に
当
会
議
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
が
健
康
で
、
私
達
の
住
む
こ

の
地
域
が
災
害
の
無
い
明
る
い
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
願
い
ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

自
然
環
境
保
全
部
会
で
は
、
自
然
観
察
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
な
ど
自
然
環
境
に
触
れ
な
が
ら
自
然

の
良
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
体
験
事
業
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、
10
月
に
信
越

ト
レ
イ
ル
の
希
望
（
の
ぞ
み
）
湖
か
ら
毛
無
山

の
コ
ー
ス
で
自
然
観
察
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
中
、
専
門
ガ
イ
ド
の
話
し

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
湖
や
山
々
の
美
し
い
景

色
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
体
験
事
業
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
講
師
に
「
森

の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
の
小
林
学
芸
員
を
お
迎
え

し
て
、「
ブ
ナ
の
里
山
が
教
え
て
く
れ
る
生
物

多
様
性
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
11

月
に
開
催
し
ま
し
た
。
一
般
の
方
か
ら
も
多
数

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
大

変
分
か
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
、
ぜ
ひ
ま
た
開

催
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

十
日
町
市
民
環
境
会
議

会
長
　
水
落
良
孝

十
日
町
市
民
環
境
会
議
は
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
協
働
し
て
、
市
が
目

指
す
環
境
像
「
緑
豊
か
で
、
潤
い
と
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
自
然
環
境
保
全
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
、
地
球

温
暖
化
対
策
、
ご
み
減
量
の
４
つ
の
部

会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る

方
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
自
然
観
察
ト
レ
ッ
キ
ン
グ・

 

自
然
環
境
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
】
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ご
み
減
量
部
会
で
は
、
市
内
学
校

に
通
う
小
中
学
生
を
対
象
に
、「
ご

み
減
量
」
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
中
学
生
の
部
で
８
校

３
２
６
点
、
小
学
生
の
部
で
13
校

３
９
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
市
民
環
境
会
議
の
正
副

会
長
及
び
当
部
会
で
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
で
最
優
秀
賞
を
１
点
、
優
秀

賞
を
３
点
、
そ
の
他
に
優
良
賞
を
選

出
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、
市
内

の
様
々
な
施
設
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
最
優

秀
賞
以
外
は
学
校
名
・
学
年
・
氏
名

の
み
、
敬
称
略
）。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
部
会
で

は
、令
和
２
年
か
ら
交
流
を
続
け
て
い
る
、

「
一
般
社
団
法
人
東
京
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
」
と
の
交
流
セ
ミ
ナ
ー

を
、
令
和
４
年
11
月
14
日
に
十
日
町
情
報

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活

用
部
会
員
を
は
じ
め
、
15
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。講
師
か
ら
は
、こ
れ
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
や
、ゴ
ル
フ
場
・
ス
キ
ー

場
な
ど
の
跡
地
を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電

お
よ
び
未
利
用
間
伐
材
を
活
用
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
熱
利
用
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
、参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
り
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
部
会
で
は
今
年
度
、

11
月
18
日
に
市
内
の
北
越
こ
ど
も
園
を
訪

問
し
、
食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
紙
芝
居
を
上

演
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
部
会
員
の

内
、
部
会
長
を
は
じ
め
５
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
部
会
で
は
、
春
か
ら
準
備

を
進
め
て
来
た
た
め
、
セ
リ
フ
に
も
熱
が

こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
市
民
へ
の
啓
発
に
向
け
、
自
信
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご

標

減
み

語

量

「
温
暖
化

　危
機
感
持
っ
て

　ゴ
ミ
削
減
」

◇
最
優
秀
賞
【
中
学
生
の
部
】下

条
中
学
校
１
年
　
　
須

藤

維

月

「
食
べ
れ
る
よ

　形
が
へ
ん
で
も

　お
い
し
い
や
さ
い
」

◇
最
優
秀
賞
【
小
学
生
の
部
】田

沢
小
学
校
４
年
　
　
南

雲

瑛

名

小学生の部 中学生の部
学校名 学年 氏　　名 学校名 学年 氏　　名

優
秀
賞

田沢 ４ 南雲　　奏 吉田 ３ 馬場倖之助
吉田 ５ 馬場　柚妃 中条 ２ 岩田　幸也
吉田 ６ 春日えみり 十日町 ２ 髙橋　柚乃

優

良

賞

東 ４ 安積　夏希 中条 １ 橋本　到也
松之山 ３ 岩崎　心暖 川西 ３ 羽鳥　桃音
松代 ４ 関谷　　芯 水沢 １ 金澤　美晴
水沢 ４ 宮澤　　杏 十日町 ２ 星野　芽依
上野 ３ 髙橋　花穂 松代 １ 若井　秋歩
西 ４ 髙橋　篤朗 松之山 ２ 山口　姫衣

《ごみ減量標語　優秀作品》

（
一
社
）
東
京
エ
ネ
ル
ギ
ー
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
と
の
交

流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

北
越
こ
ど
も
園
を
訪
問
し
、

食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
紙
芝
居

を
上
演


